





In deutschen Sprichw6rtern kommen verschiedenartige Tiere
VOr：Vieh，V6gel，wi1deTiere usw．DieseTierewerdendarlnOft












niltZlicher und famili云rer es filr den Menschenist．Zum anderen
k6nnen die Tiere nachihrer NiItZlichkeitln drei Gruppen ein－
geteilt wefden・Die erste Gruppe bilden dabei nntltZliche und
gehorsameTiere”，diezweiteGruppe“bedlngtntltZlicheunduTト
SCh云dliche Tiere”und die dritte Gruppe LLfeiTldliche und sch云d－
1icheTiere’1．Hierinsplegelt sich die Strukturdermenschlichen
hierarchischen Gesellschaft．
Wie man daraus ersieht，geben Bild und Einsch豆tzung jedes
Tieres schlieBlich die rationelle Denkart des Menschen wieder，
WaSwiederumdeTIIlintergrundseinerDenkweiseerhelltT Damit
hえngtengder‘一MenschenzentrismusMzusammenldermichtnurin









































































































































































































































































































































































































































































































11）Brnder Gt・1mm．’LVorrede’‘in：Kinder・und Hausm計Chen．FrallkTurt am M．
1999．S．13－14．
12）例えば、旧約聖書のr列王妃上j（14車11－12）にはこんな言葉が見られる。
r町で死ぬ者を犬が食べ、野で死ぬ者を空の鳥が食べるであろう山他にも、犬
が人肉を食べる箇所は随所に見られる。
13）LutzRohrleh，LexikonderSprichwOrtcl・llehenRedensarten．II．Herder・VPrlag．
2003．S．824．
14）キース・トマス著r人間と自然界J　山内雅監訳、法政大学出版局、1997年、
157頁。
15）上掲番、147頁。
トマスによれば、犬の場合、羊などの番犬は用無しになるとよく殺されたと
いう。本当に可愛がられ大事にされたのは、こうした有用な大ではなく、不必
17
要とも思われる猟犬や愛玩犬だったという。
16）r老犬ズルタンJ（童話集②）37頁。
17）LutzRohrichこa．a．0，，S．699．
解説によれば、昔から口笛を吹く娘とコケコッコーと鳴く雌鴇は、時期を逃
さないうちに締め上げた方がいいと言われてきた。
18）キース・トマス、上掲書、70頁。
19）rからすJ（童話集（卦）63頁。
20）LutzROhrlCh．a，a．0．，S．483．
21）山川丈平、上掲書、113貫。
昔流行したという　r火回し」の遊びとは、人が本文の文句を唱えながらでき
るだけ速くロウソクや木簡に点いた火を降りの人に渡していく遊びで、文句を
唱えている閥に火が消えたら、その人が負けとなる。
22）r猫と鼠のともぐらLJ（童話集（む）24頁。
この話では、猫と鼠が一緒に暮し始めたが、ずる賢い猫は名付け親になった
と嘘を言っては教会に出かけていき、二人で冬の蓄えにと祭壇の下に隠してお
いたフェツトを一人で食べてしまう。猫は三度だましたうえに、それに気づい
て抗議した鼠までも最後に食べてしまったのである。
23）デズモンド・モリス、上掲書、42貫。
24）山川丈平、上掲書、ユ57頁。
25）r狐と馬』（童話集（り）91頁。
26）山川丈平、上掲書、114貫。
27）デズモンド・モリス、上掲書、46頁。
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